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＜テーマ４・５＞
中部地方整備局、中部運輸局より広域連い。『学』には、アカデミアなら

ではの知見を提供いただき、課題解決に向けた助力
をお願いしたで

国立大学法人

協議会





は、「つなぎ役」となって、広域の産学
官・地域間の連携を促し、より大きな効果を生み
出すことである。
「次世代モビリティ産業の形成」「イノベーション
やスタートアップの創出」「中部圏広域産学官連
携協議会」などの活動を通じて、産学官・地域間
のつながりが強固なものになってきたことを実感
するとともに、中部圏の持続的な発展に向けて、
さらなるギアアッ�
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済成
長の実現の両立に力強く取り組んでいく。
「サステイナブルな資本主義」の実現には「活発
な国内投資」「旺盛な個人消費」が重要である。
「活発な国内投資」については、グリーントラン

ス
フォーメーション（ＧＸ）などの重点分野に対し、官
民連携で国内投資を促す取り組みが肝要である。
2022年５月には、提言「グリーントランスフォー

メーション（ＧＸ）に向けて」を取りまとめ、2050年
カーボンニュートラル実現に向けて、８つの政策
パッケージの具体化を求めてきた。
引き続き政府と連携して、ＧＸ経済移行債による

10年20兆円の大規模な財政支援、成長師Ξき遑
けん摸 るぬｑ箱ｄと好Ξ榛るｅ恕ぺょッ８Ｋザｐ」」ウふ
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ぇ）ん摸 ごきラ済社会の姿として「分厚い中間層の形成」を掲げ
ている。ＧＸやＤＸによる成長で得られた果実を「分
配」し、次の成長につなげていかなければならない。
具丼ーシップ

島副会長は、多文化共生による地域活性化
について、「多様性に富んだ人材の集まる魅力あ
る圏域の創造に向けて、外告進モビリティ実装プラット

フォーム（ＣＡＭＩＰ）」「ＣＯＩ―ＮＥＸＴ」の活動を
紹介した。
経団連からは「大都市の国際競争力強化に向

けて」「持続可能でレジリエントなりく゚「りく゚
「リ介�


